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 8月1日開催 　第６回（８月）臨時会の審議事項
◎議案第81号　佐渡市ケーブルテレビ施設羽茂地区改修工事第１期請負契約の締結について

　佐渡市ケーブルテレビ施設羽茂地区改修工事第１期について、平成30年７月10日に執行
した一般競争入札における落札者と請負契約を締結するものであり、全会一致で可決され
た。
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◆処理経過及び結果

　合併特例債の発行期限を５年間延長する「東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例
に関する法律の一部を改正する法律案」が、平成30年４月18日に国会で成立した。
　これを受け、庁内において平成31年度から５年間に実施する建設事業計画の検討を行った。
　その結果、昭和56年の開院から既に37年が経過し、施設の老朽化が進んでいる両津病院の移
転・新築事業を最重点と位置付け、合併特例債活用事業についても、両津病院の移転・新築事業
に関連する佐渡中央文化会館改修工事等を優先的に実施する案を策定した。
　その他の合併特例債活用事業については、将来の財政負担を軽減するための施設の統廃合に係
る事業を実施する案を策定した。
　今後、島内10か所における説明会の開催など、市民の皆様にご理解をいただけるよう、丁寧
な説明を行う。

請願・陳情の処理状況
平成30年第1回（3月）定例会で採択した請願に対しての市の処理状況を報告します。

決算審査特別委員会を設置した
　平成 29年度の佐渡市の決算認定の 14案件に
ついて、決算審査特別委員会を設置して審査す
ることに決定しました。
　12 月定例会までの閉会中に審査が行われ、
12月定例会の本会議で採決される予定です。

請願
第1号

希望ある佐渡市建設計画につながる合併特例債の有効活用についての請願
主管課　企画財政部企画課

請願・陳情の提出期限についてお知らせします
　請願・陳情は、原則的には定例会において対応するものとしています。
　当該定例会告示日（議会招集日の概ね８日前）までに受理したものについて、その取扱いを議長の意
見を付した上で、議会運営委員会に諮って決定します。
　ただし、緊急性があり、かつ、次期定例会に持ち越すことが適当でないものにあってはこの限りではありま
せん。この場合の緊急性の可否については、議会運営委員会で決定します。
※詳細については、議会事務局へお問い合わせください。
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 ９月７日～９月27日開催 　第７回（９月）定例会の審議事項
条例案３件、予算案10件を可決

所管の委員会の主な議題の審査経過は次のとおり。

　総務文教常任委員会
◎議案第82号　�佐渡市ケーブルテレビ放送施設の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

　本案は、平成９年１０月に整備したケーブルテレビ羽茂地区改修工事に伴い、光回線終端装置
に関する用語の定義など所要の見直しの為、条例の一部を改正するものです。審査の中では、関
連する事項として佐渡市ケーブルテレビエリアの今後の整備計画等についても議論がされた。

◎議案第83号　佐渡市税条例等の一部を改正する条例の制定について

　本案は、平成３０年度税制改正のうち平成３０年１０月１日以降に施行される事項等につき税条例の一
部を改正するもので、主な内容は、所得税法の改正による基礎控除額等の見直しに係る調整、たばこ税
の税率について、段階的に引き上げを行うものである。たばこ税の税率が引き上げられることによる影響や
施設等での禁煙、分煙が進む中で、たばこ税の減収に繋がるのかについても議論が及んだ。

　市民厚生常任委員会
◎議案第85号　平成30年度佐渡市一般会計補正予算（第３号）について
　補正予算で時間をかけた主なものは３件。

①�佐和田学童保育施設整備事業は、現学童クラブの建物の老朽化等から新築移転という提案だったが、
既存の施設利用の可能性や費用の比較検討をした。結論は、計画に時間をかければ既存施設利用も
可能だった。しかし本提案も唐突な上、公共施設全体の計画の成り行きの不透明さから困難と判断し、
遺憾の意見を付した。
②�旧羽茂保育園跡地整備事業は、経費が高額なため今後の借地解消への影響を考え、再度市が地権
者と交渉するよう意見を付した。

◎議案第92号　平成30年度佐渡市病院事業会計補正予算（第１号）について

�　両津病院の医療機器等購入経費については、機器の特殊性から随意契約により相見積もりを取らな
い傾向を解消するよう意見を付した。

　産業建設常任委員会
◎議案第108号　平成30年度佐渡市一般会計補正予算（第４号）について

　８月31日から９月１日に発生した豪雨災害、並びに９月４日から５日に発生した台風21号災害に係る農
地・農業用施設災害復旧事業が予算計上された為、被災した主な農地を視察したが、道路沿いや緩
やかな傾斜がある農地が被災していた事がわかった。佐渡市の場合は復旧費の25％が農地所有者
の負担となるが、審査の中で所有者負担が多額になる為、復旧工事の了承を得られていない方がいる
事がわかった。また、県内20市の状況を調査したところ、米がブランド化されている一部自治体では所
有者負担率が10％以下となっていた。これからの佐渡の農業を守るという為だけでなく、治山治水とい
う観点からも所有者負担割合の変更を検討するよう意見を付した。
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9月定例会においては、14人の議員が一般質問を行い市政について質
しました。
質問・答弁の内容は質問者本人が要約したものです。

一 般 質 問
  

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❹

　
◆
農
業
再
生
、
保
育
室
・
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を

  

坂
　
下
　
善
　
英
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
佐
渡
市
が
設
立
し
た
３
法
人
に
つ
い
て

  

山
　
田
　
伸
　
之
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
防
災
対
策
の
強
化
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
推
進
を

  

上
　
杉
　
育
　
子
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

  
宇
　
治
　
沙
耶
花
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
長
期
展
望
に
立
ち
市
政
を
実
行
せ
よ

  

広
　
瀬
　
大
　
海
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
障
が
い
者
雇
用
支
援
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
を

  

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
両
津
病
院
新
築
へ
の
大
き
な
課
題
に
つ
い
て

  

北
　
　
　
　
　
啓
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
幼
稚
園
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

  

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
ビ
ジ
ョ
ン
な
き
合
特
債
活
用
で
な
く
住
民
議
論
で

  

室
　
岡
　
啓
　
史
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
①
汗
②
知
恵
③
金
を
出
す
の
優
先
順
位
を
大
切
に

  

荒
　
井
　
眞
　
理
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
市
民
本
位
の
平
和
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
を

  

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
準
備
不
足
の
ま
ま
で
病
院
建
設
を
進
め
て
良
い
の
か

  

渡
　
辺
　
慎
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
基
金
除
外
は
市
民
を
欺
く
も
の

  

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
本
庁
舎
建
設
撤
回
は
合
併
協
定
違
反
で
60
億
の
損
失
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す
べ
て
の
保
育
室
・
小

中
学
校
に
、
計
画
的
に
エ
ア
コ

ン
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

熱
中
症
対
策
と
し
て
、

保
護
者
か
ら
も
保
育
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
要
望
が
あ
り
、

公
立
保
育
園
の
全
保
育
室
に
エ

ア
コ
ン
設
置
し
た
。

教
育
長 

小
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
経
費
概
算
は
算
出

し
て
い
る
。
平
成
31
年
度
の
文

部
科
学
省
の
概
算
要
求
の
中
に

ク
ー
ラ
ー
設
置
を
加
速
す
る
対

策
費
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
で
、

補
助
制
度
の
具
体
的
内
容
を
確

認
し
な
が
ら
計
画
を
す
す
め
て

い
く
。 

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
費
用
（
自
己
負
担

5
0
0
0
円
）
を
公
費
負
担

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

新
生
児
の
聴
覚
検
査

（
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
を
対
象
に
し
て
、
耳
の
聞
こ

え
を
調
べ
る
た
め
、
分
娩
を
取

り
扱
う
県
内
す
べ
て
の
医
療
機

関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
）
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
医
療

費
の
助
成
は
総
合
的
な
視
点
に

立
っ
て
支
援
し
て
い
く
。

 

県
は
検
査
が
効
果
的
で

あ
れ
ば
、
公
費
負
担
を
す
す
め

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
市
の

対
応
を
問
う
。

 

県
の
補
助
制
度
が
決
ま

れ
ば
、
各
自
治
体
と
同
様
に
市

も
対
応
す
る
。

 

集
落
の
70
歳
を
超
え
る

Ａ
さ
ん
は
「
人
の
田
ん
ぼ
も
つ

く
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
こ
と

を
考
え
る
と
つ
く
れ
な
く
な

る
。
集
落
に
は
若
い
人
も
い
な

い
、
頼
む
人
も
い
な
い
」
さ
ら

に
「
自
分
の
田
ん
ぼ
さ
え
つ
く

れ
な
く
な
る
不
安
が
あ
る
」
と

切
実
な
相
談
が
あ
っ
た
。
農
業

再
生
、
多
様
な
担
い
手
を
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
。

 

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
は
、
佐
渡
市
に

限
ら
ず
日
本
の
農
業
の
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
佐
渡
市

で
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
に
よ
る
条
件
不
利
地

域
へ
の
農
業
生
産
活
動
支
援
、

さ
ら
に
は
法
人
化
や
大
規
模
化

な
ど
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
就

農
者
の
確
保
に
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

一
　
般
　
質
　
問

中
村
　
良
夫
　
議
員

農
業
再
生
、

保
育
室
・
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
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市
の
防
災
機
能
の
強
化

に
は
明
確
な
基
準
・
計
画
を
つ

く
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
形
で

進
め
る
べ
き
と
の
観
点
か
ら
、

業
務
継
続
計
画
の
策
定
を
指
摘

し
本
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
。

し
か
し
内
容
は
具
体
性
に
欠
け

た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
各
課
で
統
一
性
も
な
け
れ

ば
共
有
も
さ
れ
て
い
な
い
。
改

め
て
市
長
が
陣
頭
指
揮
を
と
っ

て
、
し
っ
か
り
と
計
画
を
つ
く

る
べ
き
だ
か
ど
う
か
。

 

今
後
も
一
つ
一
つ
随
時

修
正
し
て
、
よ
り
綿
密
な
も
の

に
し
て
い
く
。

 

台
風
や
前
線
な
ど
あ
る

程
度
予
測
可
能
な
災
害
に
は
、

事
前
の
備
え
で
被
害
を
抑
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
前
も
っ
て
何

を
す
べ
き
か
時
系
列
で
業
務
を

ま
と
め
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策

定
が
各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
佐
渡
市
に
お
い
て
も
策

定
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

総
務
部
長 

今
後
策
定
し
て
い

き
た
い
。

 

台
風
21
号
が
佐
渡
を
通

過
し
た
が
、
市
民
に
自
助
・
共

助
を
啓
発
す
る
上
で
も
、
事
前

に
自
主
避
難
所
を
設
置
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

総
務
部
長 

今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

 

花
角
県
知
事
は
防
災
減

災
対
策
を
重
視
す
る
意
向
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
機
会
を
捉
え

て
、
市
で
危
険
箇
所
を
洗
い
出

し
、
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

建
設
部
長 

危
険
箇
所
の
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
は
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
整
理
し
て
県
に
も
要
望

を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

 

通
学
路
の
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
、
子
ど
も
の
安
心
安
全

の
確
保
の
た
め
、
早
急
に
撤
去

の
対
応
を
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。 

点
検
の
内
容
を
精
査
し

た
上
で
、
対
応
す
べ
き
は
速
や

か
に
行
い
た
い
。

 

人
口
減
対
策
に
つ
い

て
。
離
島
佐
渡
に
と
っ
て
重
要

な
の
は
雇
用
の
創
出
だ
。
例
え

ば
漁
業
の
担
い
手
育
成
に
、
農

業
で
の
里
親
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
問
う
。

産
業
観
光
部
長  

漁
業
の
里
親

制
度
は
現
在
、
各
漁
業
協
同
組

合
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
外

見
か
ら
わ
か
り
に
く
い
障
が
い

や
病
気
の
あ
る
方
が
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
す
る
際
に
知
ら

せ
る
も
の
で
、
全
国
的
に
普
及

し
て
い
る
。
佐
渡
市
も
導
入
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

 

県
で
も
検
討
を
進
め
て

お
り
、
県
全
体
で
統
一
さ
れ
た

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
よ
り
、
市
で

も
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

 

佐
渡
観
光
交
流
機
構
の

現
段
階
の
成
果
、
課
題
、
今
後

の
対
策
、
自
立
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
観
光
振
興
課
と
の
す
み
わ
け

に
つ
い
て
問
う
。

 

地
域
利
益
の
た
め
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
組

織
構
築
を
開
始
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
対
し

評
価
し
て
い
る
。
今
後
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
戦
略
構
築

を
進
め
る
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
自
立
運
営
は
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
や
人
材
の
充
実
を
踏
ま

え
５
年
を
判
断
す
べ
き
め
ど
と

考
え
て
い
る
。
観
光
振
興
課
と

の
す
み
わ
け
に
つ
い
て
は
最
終

的
に
言
う
と
観
光
庁
等
々
諸
々

な
折
衝
に
つ
い
て
は
行
政
が
、

実
際
の
商
品
戦
略
は
観
光
交
流

機
構
が
主
体
的
に
行
い
、
行
政

の
役
割
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

 

佐
渡
市
文
化
財
団
は
立

ち
上
げ
た
ば
か
り
だ
が
、
税
金

の
垂
れ
流
し
を
防
ぐ
う
え
で
も

具
体
的
な
計
画
策
定
は
進
ん
で

い
る
と
思
う
が
、
本
年
度
主
な

事
業
に
つ
い
て
と
自
立
運
営
に

つ
い
て
の
道
筋
は
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

 

伝
統
芸
能
、
伝
統
技
術

の
継
承
と
活
用
に
加
え
情
報
発

信
の
中
核
と
し
て
計
画
し
て
い

る
。
現
在
地
域
や
各
団
体
と
も

意
見
交
換
を
行
い
、
文
化
の
保

全
、
活
用
に
向
け
た
事
業
化
へ

の
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
財
団
の
性
格
上
１
０

０
％
の
自
立
運
営
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
が
、
文
化
財
活
用

事
業
等
に
よ
り
自
主
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
事
業
展
開
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

 

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

役
割
は
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
サ

ン
テ
ラ
な
ど
の
指
定
管
理
、
地

区
体
協
だ
と
思
う
が
、
現
段
階

に
お
け
る
市
長
の
評
価
と
組
織

の
在
り
方
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
問
う
。

 

ビ
ジ
ネ
ス
的
視
点
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
よ
る
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
姿
勢
や
努
力
が
不
足
し
て

お
り
合
格
点
に
達
し
て
い
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。
今
後
は
ビ

ジ
ネ
ス
的
視
点
を
持
っ
た
組
織

体
制
へ
の
転
換
が
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。

 
地
域
要
望
は
道
路
の
修

繕
、
街
灯
の
整
備
、
農
地
・
農

道
の
整
備
な
ど
、
安
心
安
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援

と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

 

要
望
の
項
目
ご
と
の
緊

急
性
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
を

つ
け
、
実
施
時
期
を
決
定
し
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な

整
備
、
要
望
に
は
し
っ
か
り
と

予
算
づ
け
を
行
い
、
迅
速
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

認
し
な
が
ら
計
画
を
す
す
め
て

い
く
。 

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
費
用
（
自
己
負
担

5
0
0
0
円
）
を
公
費
負
担

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

新
生
児
の
聴
覚
検
査

（
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
を
対
象
に
し
て
、
耳
の
聞
こ

え
を
調
べ
る
た
め
、
分
娩
を
取

り
扱
う
県
内
す
べ
て
の
医
療
機

関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
）
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
医
療

費
の
助
成
は
総
合
的
な
視
点
に

立
っ
て
支
援
し
て
い
く
。

 

県
は
検
査
が
効
果
的
で

あ
れ
ば
、
公
費
負
担
を
す
す
め

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
市
の

対
応
を
問
う
。

 

県
の
補
助
制
度
が
決
ま

れ
ば
、
各
自
治
体
と
同
様
に
市

も
対
応
す
る
。

 

集
落
の
70
歳
を
超
え
る

Ａ
さ
ん
は
「
人
の
田
ん
ぼ
も
つ

く
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
こ
と

一
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問

一
　
般
　
質
　
問

山
田
　
伸
之
　
議
員

坂
下
　
善
英
　
議
員

防
災
対
策
の
強
化
と

　
　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
推
進
を

佐
渡
市
が
設
立
し
た

　
　
　
　

３
法
人
に
つ
い
て


